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プログラム
6月20日土

会長講演　13：50～14：30 第1会場（楓・長野）

司会：久保田 一雄（群馬温泉医学研究所長）

温泉の恵み　自然の力　―呼吸と運動―
倉林 均　埼玉医科大学 リハビリテーション医学 教授

特別講演1　14：30～15：20 第1会場（楓・長野）

司会：宮田 昌明（鹿児島大学大学院 心臓血管・高血圧内科学准教授）

癒しの循環器治療　～温浴と森林浴～
長谷部 直幸　旭川医科大学 循環・呼吸・神経病態内科 教授

特別講演2　15：30～16：20 第1会場（楓・長野）

司会：光延 文裕（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科老年医学分野教授）

時計遺伝子Bmal1と生体リズム研究の現在
池田 正明　埼玉医科大学 医学部生理学 教授

特別講演3　16：20～17：10 第1会場（楓・長野）

司会：倉林 均（埼玉医科大学リハビリテーション医学教授）

温熱負荷と骨格筋
内藤 久士　順天堂大学大学院 スポーツ健康科学研究科運動生理学研究室 研究科長・教授
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創立80周年記念シンポジウム1　17：20～18：50 第1会場（楓・長野）

座長：中谷 純（東北大学大学院医学系研究科医学情報学分野教授）

気候医学　「気候医学の軌跡と展望」

S1-1 森林浴と自律神経変動について 

武田 淳史　東京医療学院大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 学科長

S1-2 健康保養地における気候療法の環境
宮地 正典　一般社団法人 健康保養地医学研究機構理事

S1-3 気候療法と空気中マイナスイオン研究について
渡部 一郎　青森県立保健大学大学院 機能障害回復学 教授

創立80周年記念シンポジウム2　17：20～18：50 第4会場（千曲）

座長：山口 智（埼玉医科大学東洋医学科講師）　　　　　　　
永田 勝太郎（一般財団法人国際全人医療研究所理事長）

物理医学　「 温泉気候物理医学における鍼灸医療の成果と今後の展望
―伝統医療の科学化と統合医療の確立に向けて―」

S2-1 臨床鍼灸研究の現状　―コクランライブラリーを参照として―
矢野 忠　明治国際医療大学 鍼灸学部教授

S2-2 本学における鍼灸医療の成果と今後の展望
―伝統医療の科学化への道―

山口 智　埼玉医科大学 東洋医学科講師

S2-3 閉塞性動脈硬化症（ASO）に対する鍼治療の効果とその機序
坂井 友美　東京有明医療大学 保健医療学部鍼灸学科教授

S2-4 関節リウマチに対する鍼灸医療の成果と今後の展望
粕谷 大智　東京大学医学部附属病院 リハビリテーション部鍼灸部門主任
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6月21日日

最優秀論文賞受賞講演　9：30～10：00 第1会場（楓・長野）

司会：牧野 直樹（九州大学名誉教授）

我が国における医療機関外においての温泉療養の実施
早坂 信哉　大東文化大学 スポーツ・健康科学部健康科学科教授

温泉療法による糖尿病患者の抗動脈硬化作用について
～非糖尿病患者、非温泉療法施設との比較検討～

松村 美穂子　栃木県医師会塩原温泉病院 内分泌代謝内科外来診療部長

入浴関連事故調査報告　9：30～10：00 第2会場（桜）

座長：猪熊 茂子（日本赤十字社医療センターリウマチセンター長）

    1 登別市における救急要請があった入浴関連事故症例の検討
西川 浩司　社会福祉法人 北海道社会事業協会 富良野病院 消化器内科主任部長

    2 那須・南那須メディカルコントロール地域（栃木県北部　塩原温泉　那須温泉
板室温泉地域を含む）での入浴関連事故調査について

森山 俊男　栃木県医師会塩原温泉病院院長

    3 温泉地における入浴関連事故の実態調査
伊藤 恭　医療法人孝寿会 伊藤医院理事長・院長

創立80周年記念講演1　10：10～11：00 第1会場（楓・長野）

司会：前田 眞治（国際医療福祉大学大学院リハビリテーション学教授）

日本温泉気候物理医学会80年の歩み
東 威　聖マリアンナ医科大学 客員教授
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創立80周年記念講演2　11：00～11：50 第1会場（楓・長野）

司会：下堂薗 恵（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学教授）

私の温泉・入浴・サウナ・運動に関する研究の歴史
田中 信行　鹿児島大学 名誉教授

創立80周年記念講演3　11：50～12：40 第1会場（楓・長野）

司会：大塚 吉則（北海道大学大学院教育学研究院人間発達科学分野教授）

温泉気候療法による糖尿病の予防と初期治療について
阿岸 祐幸　北海道大学 名誉教授

温泉療法医総会　12：40～13：40 第1会場（楓・長野）

講演会 座長：猪熊 茂子（日本赤十字社医療センターリウマチセンター長）

慢性疼痛における温泉療法の豊かな可能性
永田 勝太郎　一般財団法人 国際全人医療研究所理事長

創立80周年記念講演4　13：40～14：30 第1会場（楓・長野）

司会：森 英俊（筑波技術大学保健科学部保健学科教授）

物理療法の効果：自律神経機能を中心に
進化の過程が与えた身体の自然の仕組みによる妙

西條 一止　筑波技術大学 名誉教授

創立80周年記念講演5　14：30～15：20 第1会場（楓・長野）

司会：田村 遵一（群馬大学医学部附属病院長）

皮膚疾患に対する草津温泉療法
久保田 一雄　群馬温泉医学研究所長
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一般演題　6月20日土

A　神経・筋　14：30～15：20 第2会場（さくら）

座長：飯山 準一（熊本保健科学大学リハビリテーション科）

   A-1  運動機能に及ぼす温泉入浴とロコモーション運動の急性効果 

 渡邊 智  株式会社 バスクリン   

   A-2  重症筋無力症における入浴法の検討 

 岩波 久威  足利赤十字病院 内科 神経内科   

   A-3  温泉運動浴と運動療法の繰り返しによる筋力・持久力・バランスにおける
片麻痺患者と股関節疾患患者の効果の違い 

 尾形 朋美  栃木県医師会塩原温泉病院   

   A-4  バスタブ浴が若年健常人の精神機能や記憶に及ぼす影響 

 久保 高明  熊本保健科学大学 保健科学部 リハビリテーション学科   

   A-5  飲水における温度が自律神経系に及ぼす影響 

 美和 千尋  愛知医療学院短期大学   

B　温泉・健康増進　15：30～16：20 第2会場（さくら）

座長：尾山 純一（佐賀大学先端心臓病学講座）

   B-1  温泉プールを利用した障害児の父兄に対する調査報告 

 中川 雅弘  小山田記念温泉病院   

   B-2  鹿教湯温泉におけるヘルスケア 

 前田 道宣  JA長野厚生連 鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 鹿教湯病院   

   B-3  日本在住の日本人とロサンゼルス在住の日系人との入浴習慣の比較 

 矢野 忠  明治国際医療大学 鍼灸学部   

   B-4        変革する、日本の旅の構造と課題
 倉田 大輔  さくらクリニック  

   B-5  自宅での温泉利用の有無と健診結果との関連 

 早坂 信哉  大東文化大学 スポーツ・健康科学部健康科学科   
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C　入浴剤　16：20～17：10 第2会場（さくら）

座長：上岡 洋晴（東京農業大学地域環境科学部）

   C-1  大学生における浴槽入浴習慣と入浴剤使用が健康感に及ぼす影響 

 渡邊 智  株式会社 バスクリン   

   C-2  炭酸メントール浴が夏場の疲れに及ぼす影響 

 堀内 ありさ  花王株式会社 パーソナルヘルスケア研究所   

   C-3  重炭酸イオン入浴剤を用いたシャワー浴の効果 

 後藤 康彰  一般財団法人日本健康開発財団 温泉医科学研究所   

   C-4  水素温浴剤を用いた健康増進法の考察 

 松山 淳  医療法人社団松寿会 松山医院   

   C-5  浴用剤（無機塩含有炭酸ガス製剤）入浴が睡眠の質に及ぼす影響：
被験者内比較試験 

 松元 秀次  鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 運動機能修復学講座 
リハビリテーション医学   

D　温熱・放射能泉　17：20～18：10 第2会場（さくら）

座長：芦田 耕三（岡山大学三朝医療センター内科）

   D-1  ラドン泉入浴が身体に及ぼす影響：被験者内比較試験 

 松元 秀次  鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 運動機能修復学講座 
リハビリテーション医学   

   D-2  ラドン温泉水の効果　―アンケート調査による入浴の比較―  

 森山 千寛  垂水市立医療センター 垂水中央病院   

   D-3  癌治療におけるトロン温浴水の効能例 

 堀内 公子  株式会社 ヘルシーピープル   

   D-4  分子病理学的手法を用いた天然温泉の皮膚治癒遅延創治癒促進作用の機序解明 

 喬 炎  長野県看護大学 看護学部 基礎医学・疾病学分野   

   D-5  全身浴の継続がHSP70及び健康状態に及ぼす影響 

 伊藤 要子  修文大学 健康栄養学部 管理栄養学科   
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E　物理療法・疼痛　15：30～16：20 第4会場（千曲）

座長：殿山 希（筑波技術大学保健科学部保健学科）

   E-1  炭酸手浴下における筋疲労に対する円皮鍼の効果 

 小出 祥世  東京医療福祉専門学校 鍼灸マッサージ教員養成科   

   E-2  腰部における慢性疼痛に対する使い捨てカイロの温熱効果 

 丸山 哲也  小林製薬株式会社 国際事業部 国際開発部   

   E-3  鍼刺激感覚と腰痛症状改善の関連についての検討 

 恒松 美香子  帝京平成大学 ヒューマンケア学部 鍼灸学科   

   E-4  腰部傍脊柱部刺鍼の効果　―腰下肢症状を対象としたRCT― 

 井上 基浩  明治国際医療大学 臨床鍼灸学講座   

   E-5  がんサバイバーの身体的愁訴に対する継続的あん摩療法の効果：
ランダム化比較試験 

 殿山 希  筑波技術大学 保健科学部 保健学科   

F　物理療法・鍼灸　16：20～17：10 第4会場（千曲）

座長：小俣 浩（埼玉医科大学東洋医学科）

   F-1  Arterial spin labeling MRIを用いた鍼治療が片頭痛患者の脳血流に及ぼす影響 

 菊池 友和  埼玉医科大学 東洋医学科   

   F-2  Bell麻痺患者に対する鍼治療と背景因子の検討　―糖尿病合併例について― 

 堀部 豪  埼玉医科大学 東洋医学科   

   F-3  円皮鍼が片脚立位の重心動揺に及ぼす影響
―動作開始時の重心動揺の変動について― 

 藤本 英樹  東京有明医療大学 保健医療学部 鍼灸学科   

   F-4  埼玉医科大学かわごえクリニックにおける鍼治療の現状 

 金子 聡一郎  東北大学大学院医学系研究科 総合地域医療研修センター   

   F-5  維持透析患者に対する鍼治療効果（第7報）
―鍼治療継続による自律神経反機能の変化― 

 小俣 浩  埼玉医科大学 東洋医学科   
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G　入浴関連事故　10：10～11：00 第2会場（さくら）

座長：鈴村 恵理（三重県立総合医療センター耳鼻咽喉科）

   G-1  肝性脳症による入浴死の1例 

 渡邉 直人  東京アレルギー・呼吸器疾患研究所   

   G-2  入浴直後に小脳出血を来した1例 

 渡邉 直人  東京アレルギー・呼吸器疾患研究所   

   G-3  入浴死の死因解明－肺 aquaporin、heat shock protein等の発現変化を指標として 

 林 敬人  鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 法医学分野   

   G-4  2014年における鹿児島県の入浴死例の疫学的調査 

 林 敬人  鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 法医学分野   

   G-5  入浴または浴室にて発症した救急疾患の検討（第1報） 
 鈴村 恵理  三重県立総合医療センター 耳鼻咽喉科   

H　女性医学・その他　11：00～11：50 第2会場（さくら）

座長：山際 三郎（JA岐阜厚生連中濃厚生病院産婦人科）

   H-1  バスタブ浴とシャワー浴が若年健常人の睡眠に及ぼす影響 

 野尻 明子  熊本保健科学大学 保健科学部 リハビリテーション学科   

   H-2  「冷え症」がある者の頻度とその背景因子：基礎的調査 

 早坂 信哉  大東文化大学スポーツ・健康科学部健康科学科   

   H-3  妊娠後期における炭酸温水入浴の胎児心拍数と子宮収縮率への影響 

 前田 眞治  国際医療福祉大学大学院 リハビリテーション学分野   

   H-4  経腟分娩後の褥婦の湯浴開始時期を再考する 

 中山 毅  JA静岡厚生連 静岡厚生病院 産婦人科   

   H-5  唾液アミラーゼ活性で産科婦人科手術前後のストレス度の測定（第3報） 
 山際 三郎  JA岐阜厚生連 中濃厚生病院 産婦人科   

一般演題　6月21日日
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I　物理療法・入浴　11：50～12：40 第2会場（さくら）

座長：二宮 宏二（医療法人七徳会大井病院）

   I-1  Deep Tissue Massage（DTM）が呼吸機能に及ぼす影響 

 海老原 美香  東京医療福祉専門学校 鍼灸マッサージ教員養成科   

   I-2  10分間の足浴が足関節背屈の柔軟性に及ぼす影響 

 武内 孝祐  びわこ成蹊スポーツ大学 スポーツ学部   

   I-3  脳卒中片麻痺患者に併発した下肢閉塞性動脈硬化症に対して
人工高濃度炭酸泉足浴が効果的であった一症例 

 叶 博文  垂水市立医療センター 垂水中央病院   

   I-4  下肢痙縮に対する人工高濃度炭酸泉足浴の効果 

 叶 博文  垂水市立医療センター 垂水中央病院   

   I-5  腱修復過程及ぼす鍼通電刺激の影響
～アキレス腱断裂モデルラットを用いた炎症期における検討～ 

 中島 美和  明治国際医療大学 臨床鍼灸学講座   

J　温浴効果・部分浴　13：40～14：30 第2会場（さくら）

座長：田村 耕成（特定医療法人博仁会第一病院）

   J-1  トドマツ枝葉抽出水を用いた足浴効果 

 大塚 吉則  北海道大学大学院 教育学研究院   

   J-2  足浴がエネルギー代謝に与える影響の検討 

 藤堂 萌  同志社大学大学院 スポーツ健康科学研究科   

   J-3  手浴による手指皮膚血流の改善　―CO2含有温水と水道水温水との比較― 

 猪熊 茂子  日本赤十字社医療センター アレルギーリウマチ科   

   J-4  機械浴における加温効果の検討 

 島崎 博也  小山田記念温泉病院   

   J-5  週2回の入浴による体温の変化 

 清水 祥史  金沢病院 リハビリテーション科   
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K　気候医学　14：30～15：20 第2会場（さくら）

座長：卯津羅 雅彦（東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター）

   K-1  東京在住の喘息患者に対する温泉療法の効果と課題
加藤 冠 東京健生病院 内科

     K-2  半減期を考慮した前立腺特異抗原と気温との関連 

 大脇 和浩  JCHO東京新宿メディカルセンター 健康管理センター   

   K-3  暑熱環境下での運動前のメントール含有炭酸泉浴の有用性の検討 

 西村 直記  愛知医科大学 医学部 生理学講座   

   K-4  東京多摩ニュータウン森林浴効果の検討 

 近藤 照彦  東京医療学院大学 保健医療学部 リハビリテーション学科   

   K-5  放射能泉湧出地域における空気中ラドンの広域的存在実態と線量評価 

 森 康則  三重県保健環境研究所   



― 22 ―

温泉療法医教育研修会　8：45～12：00 第4会場（千曲）

1. 専門医制度 出口 晃（小山田記念温泉病院内科部長）

2. 温泉関連法 早坂 信哉（大東文化大学スポーツ健康科学部教授）

3. 気候療法 宮地 正典（健康保養地医学研究機構理事）

4. 代謝疾患 伊藤 恭（伊藤医院理事長・院長）

5. 神経疾患 松元 秀次（  鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 運動機能修復学講座 
リハビリテーション医学 講師）

6. 温泉地衛生学 滝沢 英夫（中央温泉研究所）

6月21日日

温泉療法医教育研修会　8：45～12：00 第4会場（千曲）

7. 循環器疾患 信岡 祐彦（聖マリアンナ医科大学臨床検査医学教授）

8. 呼吸器疾患 加藤 冠（東京健生病院副院長）

9. 皮膚疾患 関 太輔（富山大学医学部臨床教授）

10. 消化器・腎 飯山 準一（熊本保健科学大学リハビリテーション科教授）

11. 整形外科 真塩 清（群馬リハビリテーション病院院長）

12. 安全入浴法 西川 浩司（富良野病院消化器内科部長）

研修会・ビデオ上映　12：15～13：15 第4会場（千曲）

草津温泉療法 倉林 均（埼玉医科大学リハビリテーション医学教授）

研修会　6月20日土


